





















































































































































































































































来た」としつつ、「議会軽視でわからない点があって進められていた」（小海町議会H1_3 定 : 99-
100［小池三四郎議員］）と指摘するものであった。これに対し、黒澤榮太郞町長は「議会に逐一
報告すればよかったと反省しています。（中略）心からお詫び申し上げます」と答弁している（小






















した議員はむしろ少数であったこと、町議会としても「穏便に」（信濃毎日新聞 1989. 10. 7、31面
［第一社会］）事態を収拾しようとしていたということである。そしてこの翌日、同じく信濃毎日
新聞が黒澤榮太郞町長の県補助金不正取得を報道し、結局、10月12日の本会議ではこの決算認定










































































































（小海町議会H10_2 臨 : 5-7［黒澤榮太郞町長］）











日　付 概　　　要 日　付 概　　　要
1. 25 町長選黒澤榮太郎候補が当選 3. 11 議案の質疑
2. 4 黒澤榮太郞町長初登庁 3. 12 一般質問
2. 12 第２回臨時会招集（１日） 3. 16-17 委員会















３． 新津　文夫 〇 〇 〇
４． 黒澤昭十郎
５． 井出とき子 副委員長 ◎ 〇
６． 小池三四郎 ☆ ☆ ◎
７． （欠　　員）10 － － －
８． 井出　一夫 委員 副議長 副議長 ◎ 副議長
９． 小池　正彦
10． 土橋　洋一 委員長 ◎11
11． 小池　典夫 委員 議長 議長 議長
12． 篠原　昭八 ☆ 〇
13． 井上　勝俊 〇 〇
14． 井出　貞美 ◎ 〇12
15． 井出　　茂 委員



















































































































初から危ぶむ声があった」（信濃毎日新聞 1989. 10. 6、 31面［第一社会］）や、「『やり手町長』を

















































































2001. 3. 9）、民主党藤村修衆議院議員（H13_151衆文科委［藤村修委員］2001. 3. 16）、民主党輿石

























導をしていくとか」（小海町議会H10_1 定 : 137［黒澤榮太郎町長］）。






海町社会文教常任委員会 1998. 4. 16）によれば、新聞報道当日の３月10日午後には佐久教育事務
所より課長が来町し学級編制認可申請書の訂正を求められたが、「理由が明確でないので」（小海













で「産休補助で勤務中」（年齢不詳、小諸市出身）の者である（小海町町議会S60_2 定 : 20［篠原
三郎教育長］）。この２名を選ぶに当たっては、学校からの「担任として責任を持ってもらう」「経
験者」「年令が若い」「前任校の校長の推選を得られる」「通勤が可能」などの要望を勘案して「40
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